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（英⽂論⽂） 
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（学術論⽂） 
1. 安岡秀剛. 膠原病で期待される標的療法〜効果と今後への展望〜IL-6 阻害療

法の効果と展望、炎症と免疫.29(4).52-55.2021 
2. 安岡秀剛.膠原病に伴う間質性肺疾患におけるアプローチ〜分⼦標的治療を

含めて〜、⽇本内科学会雑誌.110(10).2206-2212.2021 
3. 安岡秀剛.⾚松このみ.⽪膚疾患とマイクロバイオーム 全⾝性硬化症（強⽪

症）とマイクロバイオーム、Monthly Book Derma.313.47-52.2021 
4. 深⾕修作.肺⾎管炎  ⼩型⾎管炎、呼吸器症候群(第 3 版)Ⅱ.396-400.2021 

 
 
 

学会発表（国内学会） 
1. 安岡秀剛. 全⾝性硬化症(強⽪症)の病態と治療の最新トピックス、第 65 回⽇

本リウマチ学会総会・学術集会シンポジウム、web 開催 2021 年 4 ⽉ 26-28
⽇ 

2. ⻑縄達明、桑原亜⽮⼦、澤⽥茉莉加、渡邉奈津⼦、鈴⽊雅司、梅⽥愛、⾚松
このみ、胡桃沢芽久美、平野⼤介、橋本貴⼦、⻄野譲、深⾕修作、⼤⾼洋平、
安岡秀剛. 全⾝性硬化症患者における簡易嚥下評価票を⽤いた嚥下障害の評
価-第 2報-、第 65 回⽇本リウマチ学会総会・学術集会、web 開催 2021 年 4
⽉ 26-28 ⽇ 

3. 胡桃沢芽久美、澤⽥茉莉加、渡邉奈津⼦、鈴⽊雅司、⻑縄達明、梅⽥愛、⾚
松このみ、平野⼤介、橋本貴⼦、⻄野譲、深⾕修作、安岡秀剛、杉浦⼀充.  
当院における SAPHO 症候群/掌蹠膿疱症性⾻関節炎(PAO)の臨床的特徴と薬
物療法の検討、第 65 回⽇本リウマチ学会総会・学術集会、web 開催 2021 年
4 ⽉ 26-28 ⽇ 

4. 鈴⽊雅司、橋本貴⼦、澤⽥茉莉加、渡邉奈津⼦、⻑縄達明、梅⽥愛、⾚松こ
のみ、胡桃沢芽久美、平野⼤介、⻄野譲、深⾕修作、安岡秀剛. 同時性重複
腫瘍を発症した全⾝性エリテマトーデス(SLE)の⼀例、第 65 回⽇本リウマチ
学会総会・学術集会、web 開催 2021 年 4 ⽉ 26-28 ⽇ 

5. 安岡秀剛. 新たな治療アプローチの試み、第 6 回⽇本肺⾼⾎圧･肺循環学会学
術集会、web 開催 2021 年 5 ⽉ 6-8 ⽇ 

6. ⻑縄達明、安岡秀剛.藤⽥医科⼤学における強⽪症合併肺⾼⾎圧症症例の特徴、
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第 6 回⽇本肺⾼⾎圧･肺循環学会学術集会、web 開催 2021 年 5 ⽉ 6-8 ⽇ 
7. ⻑縄達明、安岡秀剛.肺動脈性肺⾼⾎圧症が前景に出た重症間質性肺疾患合併

強⽪症症例、第 6 回⽇本肺⾼⾎圧･肺循環学会学術集会、web 開催 2021 年 5
⽉ 6-8 ⽇ 

 
 


